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 内部導体装置では，フローイングプラズマの自己組織化による超高ベータ平衡の実現を

目的とした研究が行われている[1]．高周波加熱でのプラズマの高密度化を目指した基礎実
験と位置づけて，プラズマ中の電子サイクロトロン周波数領域(ECRF)電場の計測を行った．
図 1に計測の概要を示す．プラズマの生成と加熱は 2.45 GHz, 2.5 kWのマイクロ波によって

行い，そこに計測用の 1～2.1 GHz, 10 Wのマイクロ波をプラズマの外部から入射して重畳

する．プラズマ中に微小な（エレメント長 5 mm）モノポールアンテナを挿入し，干渉法に

よ り ECRF 電 場 の 振 幅 と 相 対 位 相 を 含 ん だ 信 号 を 得 る ． 信 号 は
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と表され，ここで )(0 rE ， )(1 rE および )(rφ はオフセット，ECRF

電場の振幅，ECRF電場の相対位相を示す．φphは移相器を用いて外部から与えることができ

る位相項で，3種類以上のφphに対して計測結果を比較することにより，オフセット，振幅，

位相の 3つのパラメータを決定する． 
 図 2に弱磁場側からのＸモード入射（入射周波数は 1.0 GHz）を行った結果，最外殻磁気
面近傍に比較的短波長の領域が観測された(図 2)．図 2中のパラメータφph は，フェーズシ
フターによって外的に与えた位相で，3 種のφph について波形を比較して，ECRF 電場の
相対位相分布を得た(図 3)．短波長の特性が見られた領域に，位相の勾配(位相速度を表す)
が反転している領域が現れた．これら２つのことが，プラズマ中で励起されたＥＢＷを検

出している可能性を示唆している． 
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